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トピックス

加藤 富久さん

か と う と み ひ さ

木型木工技術
トヨタ自動車株式会社 鋳造生技部 主査 　当館の開館記念日（6月11日）にちなんだ6月5、6、12、13日の4

日間にわたり入館料を無料とし、「開館記念特別イベント」を開催。合

計１万人を超える多くのお客様が来館されました。

　初代のクラウン・カローラ・セリカに試乗できる恒例の「同乗試乗会」

に加え、自動車館の展示車両を開館時間中に点検・整備する「公開整

備」や、AA型乗用車、G1型トラックがお客様の目の前を走り抜ける

「特別展示＆試走披露」といった興味深いイベントを開催。また、館内

のポイントを回り、３色刷りの版画絵はがきを完成させる「版画ラリー」

は、子どもたちに大人気でした。

　一人でも多くの皆様に産業技術記念館の

魅力をお伝えするため、7月21日から8月15

日まで開催しました。初の試みとして300イ

ンチ特設スクリーンで、豊田佐吉、喜一郎に

関する映像を紹介。赤レンガに囲まれライト

アップされた美しい中庭で、大勢のお客様に

おいしい料理をお楽しみいただきました。

現代名工の

機械による自動切削が進んでも、最後の仕上げは職人の手仕
事。大小様々なノミやカンナを使い分けて最終調整する。使用
する木工道具の種類は30種を数えるという。

モータースポーツ用エンジン。欧米では型の素材にロウを使った
ロストワックスという手法が一般的。これほど複雑かつ高精度を
要求される木型を作る日本の技術は世界に誇ることができる。
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　溶融した金属を鋳型に流し込んで成型す
る鋳造は、設計図面をもとに完成品と瓜二つ
の型を作る“木型製作”から始まります。今でこ
そ、設計図面は三次元CADで描かれ、木型
の製作も設計データをもとに自動切削するNC
工作機が使われていますが、ほんの10数年
前までは職人の世界。木型工と呼ばれる専門
技能者が、二次元の図面を読みとって完成
形をイメージし、ノミやカンナなどの木工道具
で木材を削って木型を作ってきました。
　加藤富久さんは、入社以来この道一筋に
歩んできた木型工です。市販車のエンジンや
足回り部品の他、長くモータースポーツ用エン
ジンの木型製作に取り組んできました。もっとも
多い時で130人ぐらいの木型工が活躍してい
たというほど、自動車開発において重要な役
割を担い、加藤さん自身も「木型がなければ
エンジンはできない。そういう誇りを持ってい
た」といいます。
　加藤さんは入社当時を「先輩たちは芸術
家のように美しい仕上がりを競い合っていまし
たね。木材もヒノキじゃないとだめだとか…」と
振り返ります。父親が大工だった加藤さんは、
幼い頃から木や木工道具に触れてきたため、
木材を削る技術は抜きん出ていました。すぐに
先輩たちに追いつき、木に寸法を書き込まなく

ても正確にノミを入れて、周りの人たちを驚か
せることもあったそうです。しかし、加藤さんの
こだわりは芸術性ではありませんでした。自動
車開発は競争が激しく、木型作りの依頼は
次 と々舞い込んできます。寸法精度を出しつ
つ木型の製作期間を短縮するために、加藤さ
んは木を削るだけでなく継ぎ足していく手法を
考案。それは分割型と呼ばれ、今日の木型製
作のスタンダードにもなっています。
　さらに加藤さんは、「木型工に必要なのは
手先の器用さだけではない。図面を読む力と
型構想を描く力です」と付け加えます。“型構
想”とは、図面から立体を想像し、成型性やコ
ストをふまえて型の構成を考えていくこと。「こ
れなくしては木型工の存在価値はない」という

信念を持っていたそうです。
　三次元CADやNC工作機での作業が当た
り前になり、木型の素材も木から樹脂へと移り
変わった現代も、加藤さんの信念は変わること
はありません。木型はモノづくりの根幹にあり、
木型工は設計から鋳造までトータルに把握で
きる唯一の技能者です。今は現場を離れ、若
手技術者を育成する立場にある加藤さんは、
2008年にスタートしたスキルアップセンター（技
能道場）の立ち上げにも参加。育成プログラ
ムには自らの想いを注ぎ、日本のモノづくりを
支えてきた木型工の技術だけでなく、その心
構えや役割を次代を担う技能者たちに伝え
続けています。

加藤富久さんは、この道40年以上の木型工。昔は設計者と頻繁に打合せをしながら、
図面では描けない曲線を木型に落とし込んでいたそうです。

「現代の名工」とは、厚生労働大臣の選定による、優れた技能で
産業の発展に貢献し、さらに他の技能者の模範となる“卓越
した技能者”に与えられる栄誉です。

加藤富久さんは、この道40年以上の木型工。昔は設計者と頻繁に打合せをしながら、
図面では描けない曲線を木型に落とし込んでいたそうです。

モータースポーツ用エンジンのシリンダーヘッドの中子※（左）と外型（中）。このふたつの型の間に金属を流して成型する（右）。図面に記されている寸法はシリンダーヘッドの外観と肉厚のみの
ため、そこから木型の寸法を割り出す。　　※中子：空洞を作るための鋳型

　主に小学校高学年を対象に

して、毎週土・日曜日に開催して

いる「週末ワークショップ」が大

好評です。次代を担う子供たち

が「モノづくり」に興味を持ち、

豊かな創造性を育むきっかけに

してもらおうと、開館15周年を

機に2009年4月より実施して

おります。

　バラエティーに富んだプログ

ラムを用意して、皆様のご参加

をお待ちしています！

好評開催中！

5/15,16 レゴ®エデュケーションWeDo™
ワークショップ

6/27 わくわくくるま研究所めざせ！未来
のエンジニア

7/3 世界の人とモノづくりをしよう

4/11 身近なもので音楽をつくろう 4/24 裂き織りでペンケースをつくろう 6/26 エレクトロバードをつくろう

週末ワークショップ

赤レンガの宵物語2010 ～「動力の庭」屋外レストラン～

開館記念特別イベントを開催

同乗試乗会には長蛇の列

3ヶ所のポイントを廻って3色刷りの版画をつくり上げていく。荷台に木が使われているG1型トラックが、力強く走る。お客様の目の前で、本格的な整備が行われた。
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